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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
表示された超音波画像にコマンドを用いて注釈を付けるための方法であって、
　使用頻度の降順でソートした注釈用語集を提供する工程と、
　この用語集から撮像する解剖部位に関連する用語の部分集合を選択するための手法を提
供する工程と、
　画像（３０）に注釈を付ける頭文字のコマンドを検出する工程と、
　選択した前記用語の部分集合から示唆案のリストを選択する工程と、
　ユーザに対して前記示唆案のリストを表示して、この示唆案のリストに対する任意承認
または更なる追加指定を求める工程と、
　前記注釈（３２）を検出する工程と、
　前記注釈（３２）を画像（３０）上に書き入れる工程と、を含む方法。
【請求項２】
前記頭文字のコマンドがキーワードからなることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
前記頭文字のコマンドが、音声、キーボード（１２）、あるいはシステム状態変更デバイ
スによって発せられていることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
前記注釈の文字列が音声認識技法を用いて検出されていることを特徴とする請求項３に記
載の方法。
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【請求項５】
キーボード（１２）コマンドを用いて超音波画像（３０）に注釈を付けるためのシステム
であって、
　超音波画像（３０）上に注釈（３２）を挿入するためのコマンドからなる用語集を提供
するための手段と、
　超音波画像（３０）上に注釈（３２）を挿入するためのコマンドからなるサブ用語集を
提供するための手段と、
　少なくとも１つの信号をコマンドから検出し、該コマンドに関連付けされたサブ用語集
を選択するための手段と、
　少なくとも１つの信号をコマンドから検出し、その関連付けされた注釈（３２）を選択
するための検出選択手段と、
　前記注釈（３２）を前記超音波画像（３０）上の適当な場所に配置するための手段と、
　前記注釈（３２）を前記超音波画像（３０）上に表示するための手段と、を備えるシス
テム。
【請求項６】
音声コマンドを処理するための手段を含むと共に、注釈（３２）に対応するキーボード（
１２）のエントリを音声コマンドと同時に入力することを可能としている請求項５に記載
のシステム。
【請求項７】
音声コマンドと同時に非音声式起動デバイスによる動作を可能としている請求項６に記載
のシステム。
【請求項８】
前記検出選択手段は、発話された音声コマンドを認識し、該発話された音声コマンドをサ
ブ用語集を用いて前記信号に変換するための手段と含んでいることを特徴とする請求項７
に記載のシステム。
【請求項９】
その超音波システムは、その各状態が１つのサブ用語集に対応しているような複数の音声
コマンド決定状態を有しており、前記選択の手段は当該音声コマンドと対応するサブ用語
集を選択するための手段を含んでいることを特徴とする請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
キーボード（１２）コマンドを用いて超音波画像（３０）に注釈を付けるためのシステム
であって、
　超音波装置が実施すると見込まれるような走査の各々に対応している注釈（３２）から
なるメイン・ディレクトリと、
　前記メイン・ディレクトリ内に項目ごとに、超音波走査のコンテキストで使用されると
見込まれる注釈（３２）からなる１つまたは複数のサブ・ディレクトリと、
　少なくとも１つのキーボード（１２）コマンドから少なくとも１つの信号を検出するた
めの手段と、
　メイン・ディレクトリの注釈（３２）から選択するための手段と、
　前記キーボード（１２）コマンドから少なくとも１つの信号を検出すると共に、前記サ
ブ・ディレクトリ及び該信号に対応した適切な注釈（３２）を選択するための手段と、
　前記注釈（３２）を超音波画像（３０）と一緒に表示するための手段と、
を備えるシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、全般的には超音波イメージングの方法及びシステムに関する。本発明は、よ
り具体的には、コンピュータ・キーボード及び／または音声認識テクノロジを用いて超音
波走査の間に画像注釈を自動的に埋め込むための方法及びシステムに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　典型的な超音波走査の間では、走査している解剖部位、患者に対するプローブの向き、
並びに画像内にある任意の異常な解剖的特徴を示すために、超音波検査技師はしばしばそ
の画像上に注釈を打ち込むことが必要となる。この画像は、医師が後で検討したり、さら
に診断をするために、重ね合わせた注釈と一緒に保存している。こうした画像及び注釈は
患者の病歴の一部となる。
【特許文献１】米国特許第５５４５６５４号
【特許文献２】日本特許公表公報２００３５０６１７２
【特許文献３】日本特許公表公報２００１５１１２５０
【特許文献４】米国特許公開公報２００４００１５０７９
【特許文献５】米国特許公開公報２００３００３６４１１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　超音波画像の注釈では、典型的には、解剖学的標識、部位、位置決め、または医学的処
置を同定するため、またはラベル付けするために、頭字語（ａｃｒｏｎｙｍ）や短縮形（
ａｂｂｒｅｖｉａｔｉｏｎ）を使用している。例えば、ＣＢＤという文字は、「Ｃｏｍｍ
ｏｎ Ｂｉｌｅ Ｄｕｃｔ」を意味しており、またＴＲＶという文字は「Ｔｒａｎｓｖｅｒ
ｓｅ」を意味している。超音波イメージングでは、そのシステム・パラメータは、定まっ
た適用分野に応じて最適化されている。走査を開始する前に、ユーザは、キーまたはボタ
ンを押して超音波システムを事前計画することによって適正な適用分野を選択する必要が
ある。例えば、患者の頚動脈を走査する場合、ユーザは、「ｃａｒｏｔｉｄ」の適用分野
を選択してそのシステム・パラメータを設定し、次いでその超音波走査を開始する必要が
ある。これによって具体的な走査種別向けにシステム・パラメータが最適化される。
【０００４】
　本発明者らの経験では、超音波装置自体を音声制御するための幾つかの方法が存在して
いる。しかし、従来の音声認識システムは、超音波システムのパラメータを制御または選
択するためだけに使用されている。超音波操作者が使用する一般的な注釈を認識し、かつ
超音波装置用のキーボード注釈システムと一緒にまたは該システムの代わりに使用できる
ような音声制御方法が必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　目下のところ、注釈を打ち込むには、超音波検査技師は表示させたいテキストを一文字
ずつ打ち込んでいる。本発明者らはユーザに関するこのメンタルモデルを維持しようと努
めた。ユーザにとってより簡単にするため、本発明の方法は、ユーザが打ち込もうとする
単語の完成形を予測するために使用している。すでに打ち込まれた文字を完成させる最も
可能性が高い単語をより明るい文字で表示している。さらに、「ドロップダウン（ｄｒｏ
ｐ　ｄｏｗｎ）」とすると、ユーザが意図する可能性がある別の選択肢が表示される。最
も可能性が高い単語、すなわち打ち込んだ文字と同一線上に表示された単語を確定させる
際にユーザに要求されることはただ確認ボタンを押すことだけである。この確認ボタンは
、スペース・バー、Ｒｅｔｕｒｎキー、Ｓｅｔキー、もしくはユーザが選択する別の任意
のキーとすることができる。「ドロップダウン」の選択肢のうちの１つを選択するには、
ユーザは矢印キーを用いてこれら選択肢のうちの１つを選択し、次いで確認ボタンを押す
ことが必要である。この時点で、ユーザは次の単語を打ち込む準備が完了する。本システ
ムは、選択した直前の単語に続く可能性が最も高い単語を提案することになる。ユーザは
選択した単語のうちの１つを確定するか、あるいは自分が希望する単語の打ち込みを続け
ることができる。本システムは、上述したように、打ち込まれた各文字に従って機能する
ことになる。本システムを有効に機能させるには、単語及び関連する頻度のリストが必要
となる。このリストが頻度順にソートされていると仮定すると、最も可能性が高い単語を
表示するためのアルゴリズムを得るには、目下のところタイプ済みの文字のすべてと一致
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する第１の単語（最も高頻度の単語）を表示することが不可欠である。文字が一致してい
る最も高頻度の次のｘ個（例えば、４個）の単語をリスト表示することによって、次に最
適な推定を追加することができる。この頻度リストは、どんな注釈が実際に打ち込まれて
いるかに基づいて動的に更新することが可能であり、あるいは、ユーザはこのリストを手
作業で更新することもできる。本システムはさらに、単語対からなるリストも記憶してい
る。本システムは第２の単語を提案するためにこのリストを使用する。このリストはさら
に、ユーザの履歴に基づいて動的に更新させることができる。
【０００６】
　簡単に言えば、本発明の方法及びシステムは、コンピュータ・ソフトウエアが事前計画
のスキームに従ってよく使用される単語を認識することによって単語からなる注釈を完成
させているような方式によるキーボードの使用を可能にしている。本発明の方法及びシス
テムはさらに、超音波装置が作成した画像に注釈を付けるためにキーボードを用いてその
注釈をすべて打ち込むことを超音波操作者に要求することがなく、超音波操作者に対して
困難な検査の実施を可能にしている。すなわち、操作者は、注釈の全部の単語の全部の文
字を打ち込む必要がない。その代わりに、本方法及びシステムは、ある特定の走査で頻繁
に使用される単語を認識し、操作者が完成させたいと希望する１つまたは複数の単語を予
測している。この能力によって、困難な検査が簡略化されると共に、身体的に不自然な状
況における走査に起因する職業上の健康問題が軽減される。本発明ではさらに、超音波イ
メージングの間に注釈を自動的に埋め込むためにキーボードと音声認識装置の両方の利用
が可能である。
【０００７】
　本発明の方法に関する上述その他の特徴は、以下の詳細な説明から明らかとなろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　超音波画像の注釈では、典型的には、解剖学的標識、部位、位置決め、または医学的処
置を同定するため、またはラベル付けするために、頭字語（ａｃｒｏｎｙｍ）や短縮形（
ａｂｂｒｅｖｉａｔｉｏｎ）を使用している。例えば、ＣＢＤという文字は、「Ｃｏｍｍ
ｏｎ Ｂｉｌｅ Ｄｕｃｔ」を意味しており、またＴＲＶという文字は「Ｔｒａｎｓｖｅｒ
ｓｅ」を意味している。超音波イメージングでは、そのシステム・パラメータは、定まっ
た適用分野に応じて最適化されている。走査を開始する前に、ユーザは、キーまたはボタ
ンを押して超音波システムを事前計画することによって適正な適用分野を選択する必要が
ある。例えば、患者の頚動脈を走査する場合、ユーザは、「ｃａｒｏｔｉｄ」の適用分野
を選択してそのシステム・パラメータを設定し、次いでその超音波走査を開始する必要が
ある。これによって具体的な走査種別向けにシステム・パラメータが最適化される。
【０００９】
　本発明の方法及びシステムでは、超音波画像注釈で最も頻繁に使用されるある定まった
単語を特定するためにキーボードを使用している。これには、メモリ内に保存した頭字語
及び短縮形を含ませることになる。これらの単語は、各適用分野の下にグループ分けする
必要がある。幾つかの単語は複数の適用分野に含めることがある。例えば、短縮形のＳＡ
Ｇ（「ｓａｇｉｔｔａｌ（サジタル）」を意味する）やＴＲＶは、超音波の適用分野に関
するほとんどすべてのタイプに含ませている。単語は頻度順にリストしている。この考え
方は例えば、注釈の目的に使用される単語のうちの幾つかを以下の表１に示しているよう
な頚動脈の適用分野で例証することができる。これらの単語は、上述のような階層構造を
用いて順序立ててメモリ内に保存している。
【００１０】
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【表１】

【００１１】
　これらの単語は、より頻度の高い単語がリストの先に来るようにして使用頻度に従って
ソートしてあることに留意されたい。同じ順位付け及び同じ頭文字をもつ単語の場合はア
ルファベット順に保存することになる。本システムはユーザが打ち込んだ文字のすべてと
一致する第１の単語を見いだすようにこのリストを下方向に検索する。以下の表２は、あ
る単語を取得するために幾つの文字を打ち込まねばならないかを表したものである。
【００１２】
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【表２】

【００１３】
　超音波イメージング・システムは、典型的には、コンピュータ・マウスで行う左「クリ
ック」と非常によく似たある種の機能またはパラメータをそれぞれ選択するために使用さ
れるような「Ｓｅｔ」または「Ｓｅｌｅｃｔ」キーを有している。ユーザ選択の単語が画
面上に現れた場合は、ユーザは単に「Ｓｅｌｅｃｔ」または「Ｓｅｔ」キー（ただし、ス
ペース・バーや「Ｒｅｔｕｒｎ」キー、あるいはその他の任意の句読記号キーを使用する
ことも可能である）を押して単語の終わりまでカーソルをジャンプさせるだけで十分であ
る。ここで、本システムは次の単語に対する準備が完了する。操作者は所望の単語が画面
上に現れるまで文字入力を続ける必要がある。各単語の間には自動的にスペースが追加さ
れる。
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【００１４】
　以下の表３は、腹部部位の注釈で使用される単語のうちの幾つかを表している。これら
の単語も同様に、上述した順序に従ってソートしている。
【００１５】
【表３】

【００１６】
　その単語がメモリ内にない場合、ユーザはこの単語全体を打ち込まなければならない。
この注釈自動埋め込みアルゴリズムはさらに、オンにしたりオフにしたりすることが可能
である。このアルゴリズムがオフになっていると、画面はキーボードを用いて打ち込まれ
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たそのままを表示することになる。この注釈自動埋め込みアルゴリズムがオンになってい
ると、該アルゴリズムは、操作者が挿入したいと希望する１つまたは複数の単語を、希望
するこの単語の最初の１文字または２文字を打ち込んだ時点で予測することになる。これ
によって、超音波走査中に操作者が実施する必要がある実際の打ち込み量がかなり低減さ
れることになる。
【００１７】
　適用にあたり、図２乃至９に示す画面表示と非常によく似た画面表示３０が超音波検査
技師に提示される。この例では、超音波検査技師は、通常であれば１９回の打鍵エントリ
である「ｓｐｌｅｎｉｃ ｖａｓｃｕｌａｔｕｒｅ」という注釈４６を、可能な最小の打
鍵数で打ち込もうとしている。注釈３２はディスプレイ３０の最下部に表示される。図２
乃至５に示すように、ユーザが先頭の文字「ｓ」を打ち込むと（３４）、順位付けが最も
高い選択肢である単語「ｓｐｌｅｅｎ」３６が表示される。この単語の完成形は明るい背
景により表示される。単語「ｓｐｌｅｅｎ」３６は所望の単語ではないので、超音波検査
技師は文字「ｐ」３８、文字「ｌ」４０、文字「ｅ」４２及び文字「ｎ」４４と打ち込み
を続ける。図６では、単語「ｓｐｌｅｅｎ」３６はもはや一致しないため、打ち込んだ文
字「ｓｐｌｅｎ」と一致する最も高い順位付けの単語は「ｓｐｌｅｎｉｃ」４６となるこ
とが理解されよう。この単語の完成形４６も明るい背景により表示される。図７では、ユ
ーザはスペース・バーまたは「Ｓｅｔ」キーを押し、これにより提案された単語に承認を
与え、次いで次の単語の先頭文字「ｖ」４８を打ち込むように続けている。「ｖ」の最も
可能性が高い単語は「ｖｅｉｎ」５０なので、この単語が明るい背景により表示される。
図８では、ユーザが文字「ａ」５２を打ち込んでいる。文字列「ｖａ」に一致する最も可
能性が高い単語は「ｖａｓｃｕｌａｔｕｒｅ」５４であるため、この単語が明るい背景に
より表示される。図９では、ユーザがＳｅｔキーを押し、単語「ｖａｓｃｕｌａｔｕｒｅ
」５４及び完成した注釈「ｓｐｌｅｎｉｃ ｖａｓｃｕｌａｔｕｒｅ」５６に承認を与え
ている。要約すると、この例で押すキーは、Ｓ、Ｐ、Ｌ、Ｅ、Ｎ、スペース、Ｖ、Ａとな
る。通常の場合に必要となる１９回の打鍵と比べてこの場合の打鍵回数は８回である。こ
れによって、この例では打鍵回数が５８％低減される。もちろん、期待される効率及び全
体の低減はその適用分野によって様々な値となる。
【００１８】
　上述した例をドロップダウン・ボックスを含むように拡張させた場合、必要な打鍵回数
は４回だけとなる。ユーザが「ｓ」を打ち込んだ後で、上述したように最も可能性が高い
単語「ｓｐｌｅｅｎ」が表示されると共に、ドロップダウン・リストが表示される。この
リストには、可能性が次に最も高い３つの一致語、すなわち「Ｓａｇ」、「ＳＭＡ」及び
「ｓｐｌｅｎｉｃ　ｖａｓｃｕｌａｔｕｒｅ」が含まれている。ユーザは下向き矢印を３
回押し、最後にある提案語（「ｓｐｌｅｎｉｃ　ｖａｓｃｕｌａｔｕｒｅ」）をハイライ
ト表示させ、次いで「Ｓｅｔ」キーを押す必要がある。これにより、単語を全部打ち込む
場合と比べて７９％の改善が得られる。
【００１９】
　本発明のこの方法では、超音波操作者に４つの選択肢が提供されている。音声認識装置
を有効にすることが可能であり、自動注釈埋め込み装置を有効にすることが可能であり、
これらの両者を使用することが可能であり、またこれらの両者を共に使用しないことが可
能である。
【００２０】
　本発明の方法では、音声によって画像に注釈を付けるための方法が３つある。そのうち
の２つでは汎用の医学的口述筆記用語集を用いた自由形式のテキスト・エントリ（口述筆
記）が可能であるが、これらの一方ではユーザに口述筆記モード（ディクテイション・モ
ード）での入力を要求しており、もう一方では各コメントの前にキーワードを付加してい
る。第３の方法では限定された用語リストからの選択が必要である。これらの方法のそれ
ぞれは、超音波検査技師が超音波装置の制御のためにすでに音声認識を使用していること
を前提としている。
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【００２１】
　これらの方法では、そのすべてに共通した幾つかの特徴が存在する。第１に、「Ｍｏｖ
ｅ　Ｃｏｍｍｅｎｔ　Ｔｏｐ　Ｌｅｆｔ」や「Ｍｏｖｅ　Ｃｏｍｍｅｎｔ　Ｂｏｔｔｏｍ
　Ｃｅｎｔｅｒ」というコマンドを用いて、コメント及び注釈を画面上に位置決めするこ
とができる。「Ｒｅｔｕｒｎ」や「Ｎｅｗ　Ｌｉｎｅ」というコマンドは復帰改行（ｃａ
ｒｒｉａｇｅ　ｒｅｔｕｒｎ）を設定している。「Ｗｏｒｄ　Ｄｅｌｅｔｅ」などのコマ
ンドによって単語を削除することができ、また「Ｄｅｌｅｔｅ　Ａｌｌ」や「Ｃｌｅａｒ
　Ａｌｌ」によって注釈をすべて消去することができる。
【００２２】
　第２に、単語の間には自動的にスペースが挿入されるが、句読記号を挿入すべき箇所で
は句読記号をリストする必要がある。その句読記号の名称を発声することが必要となる。
単語の前にコマンド「Ｃａｐｉｔａｌ」、「Ｃａｐ」を用いるか、単語を打ち込んだ後で
「Ｃａｐｉｔａｌｉｚｅ　Ｔｈａｔ」または「Ｃａｐ　Ｔｈａｔ」と発声することによっ
てその単語の先頭を大文字にする（ｃａｐｉｔａｌｉｚｅ）ことができる。すべての文字
を大文字にするには、キーボード上のｃａｐｓ　ｌｏｃｋキーを押下しなければならない
。
【００２３】
　さらに、単語は発話式ではなくスペリング入力することができる。しかし、文字の名称
と音が類似する単語による混乱を回避するために、ユーザはこれらの文字の前にコマンド
「Ｓｐｅｌｌ」または「Ｔｙｐｅ　Ｌｅｔｔｅｒｓ」を先行させ、その後ですべての文字
を続け、これらの間の時間的ギャップをほとんど無くすか全く無くすことができる。
【００２４】
　発声式注釈のための第１の方法では医学的口述筆記認識エンジンが必要となる。一般に
、音声コマンドによって動作する超音波装置では、すでにシステム・コマンドを聞き取る
状態にあり、これ以外の音声は無視される。したがって、ユーザは装置に口述筆記を指令
する発声式コマンドを別に出さなければならない。このコマンドによって文法辞書（ｇｒ
ａｍｍａｒ　ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ）を有効とし、ユーザが発声したすべてを書き入れる
ようにソフトウェアに指示している。同様に、装置に対して書き入れの停止を指令するた
めのコマンドも必要である。口述筆記したテキスト、句読記号及びスペースの誤りを訂正
するためには別のコマンドが必要である。以下の表４は、やり取りのサンプルを表してい
る。
【００２５】
【表４】

【００２６】
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　上述の例で、＜キーワード＞とは装置に対するコマンドを特定するために使用される指
定された単語を意味している。これは、口述筆記の正確さを改善させるための任意選択の
機能の１つである。装置の書き入れが不正確である場合や、ユーザがエラーを犯した場合
は、超音波検査技師は、ｃｏｒｒｅｃｔ　＜ｅｒｒｏｒ＞（＜エラー＞を訂正または＜ｃ
ｏｒｒｅｃｔｉｏｎ（訂正）＞と発声し、装置にその誤りを訂正させることができる。
【００２７】
　第２の方法でも口述筆記認識エンジン（ディクテーション認識エンジン）を使用してい
るが、ユーザを特殊な口述筆記モードに導入する必要はない。その代わりに、コメントの
前に「Ｔｙｐｅ」などのキーワードを前置きする。これによって装置に書き入れをさせる
ための別のモードにユーザを導入する必要がなくなる。この場合も、方法１に関して記載
した訂正コマンドを利用している。この第３の方法を用いたやり取りのサンプルを以下の
表５に表している。
【００２８】
【表５】

【００２９】
　音声認識の第３の方法は制約リスト法である。この方法はコマンド制御認識エンジンを
使用しており、また事前定義のリスト内に起こりうるあらゆる注釈語を入れておくことが
必要である。この単語のリストは、ユーザ定義のリストとすると共に、実施する検査の種
別に合わせたコンテキスト依存とさせることができる。この方法に関する文法定義は＜キ
ーワード＞＜単語リスト＞+の形態となる（ここで、＜キーワード＞はそのフレーズを１
つのコメント（例えば、「Ｔｙｐｅ」）として特定しており、また＜単語リスト＞はリス
トからの１つまたは複数の単語である）。
【００３０】
　例えば、超音波検査技師が「Ｔｙｐｅ　ｌｅｆｔ　Ｃｏｒｏｎａｒｙ　ａｒｔｅｒｙ」
という発声式コマンドを発しており、また単語「Ｌｅｆｔ」、「Ｃｏｒｏｎａｒｙ」及び
「Ａｒｔｅｒｙ」が利用可能な単語リスト内にある場合、本システムはこれらを画面表示
上に打ち込みする。このため、この書き入れ機能はシステムが理解できるコマンド・リス
ト内の別のコマンドとなる。
【００３１】
　一般検査向けの文法エントリからなる部分リストとしては、Ｒｉｇｈｔ、Ｌｅｆｔ、Ｔ
ｏｐ、Ｂｏｔｔｏｍ、Ｏｆ、Ａｎｄ、などの単語がある。超音波検査技師が頚動脈の検査
を実施したい場合、超音波検査技師はａｎｅｕｒｙｓｍ、ａｎａｓｔａｍｏｓｉｓ、ａｏ
ｒｔｉｃ　ａｒｃｈ、ｂｉｆｕｒｃａｔｉｏｎ、ｂｕｌｂ、ｃｏｍｍｏｎ　ｃａｒｏｔｉ
ｄ　ａｒｔｅｒｙなどの用語を含むことが可能であるような頚動脈の単語リストを選択す
ることになる。超音波検査技師は、音声エンジンによってこれらの用語を認識させる前に
、これらの各検査向けにシステムを学習させる必要がある。上述の文法を用いてシステム
を学習させた後では、その文法リスト内にこれらの用語のそれぞれが存在しているため、
システムはコマンド「Ｔｙｐｅ　Ｌｅｆｔ　Ａｎｅｕｒｙｓｍ」に応答できることになる
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。このリスト内には単語「Ｓｉｄｅ」はないため、システムは「Ｔｙｐｅ　Ｌｅｆｔ　Ｓ
ｉｄｅ　Ａｎｅｕｒｙｓｍ」には応答しない。
【００３２】
　本発明の音声認識法では、当技術分野でよく知られている数種類の構成要素を利用して
いる。例えば、音声認識に適した任意のマイクロフォンを使用することができる。さらに
、マイクロフォン向けの任意の取り付けオプションを使用することができる。さらに、そ
のマイクロフォンは音声認識システムに直接配線することや、ワイヤレス接続を使用する
ことが可能である。
【００３３】
　さらに、本発明の方法で利用可能であるような当技術分野で周知の音声認識システムに
は多くの種類が存在する。例えば、音声認識システムは超音波ユニットのハウジング内に
組み込んだプロセッサを使用することが可能である。音声認識システムはさらに、超音波
装置と接続したスタンドアロンのプロセッサ上に実装することも可能である。
【００３４】
　このコンピュータは超音波装置と何らかの方法で接続しなければならないことは明らか
である。これらの接続タイプも標準的なものであり、当技術分野でよく知られている。本
発明は、ある定められた種類の超音波やある特定のコンピュータに限定されるものではな
い。それどころか、本発明の方法はすべてのタイプの音声認識システム及び超音波装置と
一緒に使用するように設計されていることを理解されたい。
【００３５】
ここで図１を参照すると、本発明による自動注釈埋め込み装置の流れ図を表している。図
１から理解できるように、この音声認識システム及びキーボードは、独立にかつ同時に動
作することができる。この自動注釈埋め込み装置はその全体を番号１０で示している。こ
の概要図はキーボード１２及び超音波画像表示モニタ１４を含んでいる。この方法で判定
を求められる第１の問いは、自動注釈埋め込み装置が「オン」になっているか否か（２２
）である。自動注釈埋め込み装置が「オフ」であれば、ディスプレイ１４には単にユーザ
がキーボードで打ち込んだ内容が表示される。判定を求められる第２の問いは音声認識を
「オン」になっているか否か（２８）である。音声認識が「オン」であれば、表示モニタ
１４はユーザが声で語った内容が表示される。自動注釈埋め込み装置がオンでなければ、
キーボード１２を手作業で操作しない限り表示モニタ１４は注釈を自動的に表示すること
はない。自動注釈埋め込み装置がオンであれば（２２）、その適用分野が読み入れられ（
２４）、メモリ内の検索単語（２６）が電子的にアクセスを受け、自動注釈を表示モニタ
１４上に含めて表示させる。換言すると、超音波操作者は、超音波イメージングで必要と
なる注釈を入力するために、打ち込みと音声コマンドの両方の利用が可能であると共に、
超音波検査技師がすでに押したキーあるいは発話した単語に基づいて、ディスプレイ１４
は超音波検査技師が打ち込もうとする可能性が最も高い単語を表示することになる。
【００３６】
　本発明は、本明細書に記載した実施形態に限定されるものではなく、本発明の精神を逸
脱することなく本発明を別の方式で実施することができることを理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の自動注釈埋め込み装置の方法の概要図である。
【図２】本発明の注釈埋め込み装置を利用した画面表示の一例であって、ユーザが完了さ
せた先頭文字と該文字に従って埋め込まれた注釈を表している図である。
【図３】図２に示す画面表示で、ユーザが第２文字目を完了させたことを表した図である
。
【図４】図２に示す画面表示で、ユーザが第３文字目を完了させたことを表した図である
。
【図５】図２に示す画面表示で、ユーザが第４文字目を完了させたことを表した図である
。
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【図６】図２に示す画面表示で、ユーザが第５文字目を完了させたことを表した図である
。
【図７】図２に示す画面表示で、ユーザが第８文字目を完了させたことを表した図である
。
【図８】図２に示す画面表示で、ユーザが第９文字目を完了させたことを表した図である
。
【図９】図２に示す画面表示で、完成した注釈を表した図である。
【符号の説明】
【００３８】
　１０　自動注釈埋め込み装置
　１２　キーボード
　１４　画像表示モニタ
　３０　画面表示
　３２　注釈

【図１】
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